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公益財団法人 

ソルフェージスクール 

2026 年 9 月 16 日発行 

 

♪手に汗握った９０秒♪ 

創立６５周年記念演奏会にご出演、ご来場いただいた皆様、本当にありがとう

ございました。 

第１部前半のハンドベル、「ドレミのうた」、そしてピアノ連弾。この３つのプ

ログラムには、ソルフェージスクールが大切にしている音楽教育が凝縮されてい

ました。音楽の基礎を学び、音を聴き合い、仲間と心を合わせて音楽を創り上げ

る。その学びの成果が、舞台に表れていました。 

とりわけ印象深かったのはハンドベル。リハでは少し心配な場面もありました

が、本番では子どもたちが見事に乗り越え、素晴らしい演奏を聴かせてくれまし

た。舞台袖の私は、思わず手に汗…。フーっ、Ｗ杯の日本・ブラジル戦より緊張

したかも（笑）。 

そして、あの感動の舞台は、長い時間をかけて準備を重ねてくださった先生

方、事務局の皆様の支えがあってこそ実現したものです。心より感謝申し上げま

す。本当にありがとうございました！           【坂本 桂一】 

創立６５周年記念演奏会  

NEWSLETTER 
 

ソルフェージスクール 

2026 年 6 月 21 日（日） 
 

第 22 号（2026 年 9月） 

 

ソルフェージスクール 
 

ソルフェージスクールでは、５年ごとに創立記念の行事として特別な演奏会を開催しています。 

今回は司会を務めてくださった坂本様、現場を指揮してくださった加藤様、ご家族で長年スクー

ルに関わってくださっている水野様、ご自身も子供の頃からここで学ばれた江原先生に、演奏会

のことをさまざま振り返っていただきました。 

♪心温まる時間♪ 

公益財団法人ソルフェージスクール創立 65周年、

心よりお祝い申し上げます。 

記念演奏会は、吉村隆子理事長がお話された「子

どもから大人まで世代を越えてともに音楽を作り、

音楽を通じて人として成長する」という言葉をその

まま感じる心温まる時間でした。 

子どもたちの歌声はまっすぐでかわいらしく、心

が洗われるようでした。室内楽は本格的で、サウン

ド・オブ・ミュージックの大合唱は胸に迫る感動が

ありました。「幼いころから知る生徒さんが、こんな

に素晴らしい歌声を響かせてくれるなんて！」と、

彼の、彼女の成長が、我が子のように嬉しく思うの

です。 

我が家の３人の子どもたちも３歳から学び、気付

けばもう２０年以上経ちます。忙しい時期に練習が

できなくても「ソルフェージスクールには行きた

い」と言って通い続け、音楽を通して多くを学びま

した。学校とは違う世界を持ち、世代を越えた温か

い大人と仲間に囲まれて育てていただいことに、心

から感謝しています。      【水野 康子】 

↑記念すべき演奏会の場で、小さな頃から仲良しの

２人がピアノ連弾を聴かせてくださいました。息も

ぴったり、心の通った美しい演奏でした。 

←舞台に立ってお客様に音楽を披露するという経験は、子供達にとって

大きな糧となります。心が洗われるような素直な歌声がホールいっぱい

に響きました。 

↑小学３年生～中学１年生によるハンドベル。坂本様のお話の通り、仲間と音を聴き合

い、心を合わせることで素晴らしいハーモニーが生まれることを、生徒達も感じてくれ

たことと思います。 
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♪ソルフェージスクール創立６５周年記念演奏会を終えて♪ 

ソルフェージスクールと関わるようになってから、「ソルフェージスクールって何

だろう」と考えることがあります。 

世の中にはさまざまな音楽教室が溢れています。 

それらと何が違うのか？ここにしかないものがあるはずだ。それは何だろう？ 

その一つの答えが、今回の演奏会に凝縮されていた気がします。 

子どもたちのハンドベルと歌から始まり、世界で活躍するスクール出身の演奏家

たちの登場、そして最後は今ソルフェージスクールに関わっているほぼ全員の生

徒さんが舞台に立ちました。（ハンドベルの響きと子どもたちの歌声の純粋さには

心打たれました。） 

今日登壇した一人一人が持つソルフェージスクールに対するそれぞれの思い。 

その思いがこれからソルフェージスクールに通い始める人たちに何らかの形で伝

播していくことは間違いないと思います。 

まさに６５年の長い年月に引き継がれている「何か！」が、そこにあると感じま

した。「伝統」というような大げさなものではなく、なにか「息遣い」のようなも

のがそこにはあるような気がします。 

７０周年記念演奏会がまたまた楽しみになりました。 

これからのソルフェージスクールの更なる発展を祈念しております。 

【加藤 光俊】 

～プログラム～ 
 

J. S. バッハ：コラール 

R. ロジャース：ドレミのうた 

C. ロリン：ポルカ・パーティー／二人のセンチメンタル・ワルツ 

W. A. モーツァルト：ピアノ、クラリネットとヴィオラのための三重奏曲より 

Ⅱ Menuetto  Ⅲ Rondeaux, Allegretto 

G. F. マリピエロ：ソナチネ 

O. レスピーギ：アダージョと変奏 

F. メンデルスゾーン：『弦楽の為のシンフォニア』第 10 番 ロ短調 

R. ロジャース／O. ハマースタイン２世：『サウンド・オブ・ミュージック』より 

サウンド・オブ・ミュージック／私のお気に入り／ひとりぼっちの山羊飼い／エーデルワイス 

さよなら、ごきげんよう／すべての山に登れ／ドレミの歌 

♪６５年を経て♪ 

ソルフェージスクールは創立してから６５歳を迎えました。大手ではない、小

さな音楽教室が６５年間続いていることは、本当に驚くべきことです。 

講師としては、日々目の前の生徒さんと真剣に向き合うことが第一の使命とし

てあります。大きな目標は掲げておりませんが、それぞれの講師とそれぞれの生

←吉村理事長による終演時のご挨拶。 

スクールに関わってくださる皆様のおかげで

この日を迎えることができたのだと、改めて

感謝の気持ちで胸がいっぱいになります。 

出演者の皆様、本当にお疲れ様でした！ 

これからも音楽の素晴らしさを皆様と共に

し、音楽をより深く理解し豊かな心を育む教

育に励んでまいりたいと思います。今後とも

温かなご支援のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

↑林徹也先生・美智子さんご夫妻と古澤先生による

クラリネット・ビオラ・ピアノ三重奏（写真：上）

と、林俊昭先生・由香子さんご夫妻によるデュオハ

ヤシのチェロ・ピアノ二重奏（写真：下）。 

ソルフェージスクール講師陣によるバラエティに富

んだ演目も演奏会の楽しみです。 

徒さんが時間を積み重ねていき、たくさんの幸せな経験をさせていただいていることが、今に繋がっているのだと思います。初

めて自転車に乗れたこと。初めて暗譜ができたこと。初めておさらい会に出た日のこと。初めて１人でレッスンを受けたこと。

沢山の「初めて」を保護者の皆さまとご一緒させていただくことで、私たちは当スクールの創設者である大村多喜子の「心の中

に宿る本当の音楽」の感動を得るのだと改めて感じています。また、「good musician」であることを説いておられました。「広い

視野と豊かな感性、そして音楽への喜びを持ち続けられる人になること」演奏技術だけでなく、音楽家としての柔らかい心を繋

いでいけたらと思いを新たにいたしました。 

吉村隆子理事長の演奏会最後のお話にありましたように、皆様のサポートで今があり、音楽を経験する環境を作ることがどれ

だけありがたいか。その感謝の気持ちで過ごしています。これからもたくさんの“幸せ音楽時間”を皆様と共にしていきたく、

良き伝統は大切に、またさまざまなことに挑戦したいと思います。                    【江原 陽子】 
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ちびっこコンサート 
2026 年 2 月 23 日 

（月・祝） 

ソルフェージスクールでは年に２回、春と秋に「おさらい会」という発表会を行っています。人前に立って練習の成果を披露し、また他の生徒さんの演奏を聴

くことは、普段の個人レッスンとは異なる特別な学びにもなります。今回は４名の先生方に、おさらい会に出る意味やメリットについてお聞きしました。 

♪のびのび自由なコンサート♪ 

３歳の頃からソルフェージスクールに通っている小学１年生の長女と、３歳の弟と

一緒に伺いました。 

３歳の息子はコンサートなど厳かな場面には不釣り合いなじっとしていられないや

んちゃなタイプですが、音楽に触れさせたいと思い参加させていただきました。 

今回３回目の参加で「大きくなったねー」とみんなに声をかけてもらえて、とても

嬉しそうにしていました。前回につづき、まだなかなかホールにとどまることもでき

ないのですが、出入りもでき、ピアノのそばで寝転んだり、本を読んだりのびのび自

由に過ごしていました。普段は弾けないグランドピアノに触れたり、前回の楽器はラ

ッパだったというのを覚えていて今回はマラカスをふってとても嬉しそうでした。前

回のコンサートが記憶に残っていたことが私もとても嬉しかったです。 

いつかゆっくり最後まで聴ける日が来るのを楽しみに、また参加したいと思いま

す。ありがとうございました。                     【森田 千尋】 

春のおさらい会 2026 年 3 月 20 日（金・祝） 

すっかりおなじみのちびっこコンサート。何度もリピートしてくださるお客様もたくさんいらっしゃいます。 

今回３回目のご参加となった森田様が、楽しそうに過ごしてくれたご姉弟の様子を教えてくださいました。 

Vol.6 

各行事のご報告 

ホールの一番前まで自分の足で歩いていって、そこで演奏

するには、どんなに小さなお子さんでも「覚悟」が必要で

す。それを抱えて演奏している姿を見ると、それだけで感

動してしまいます。そんな経験のできるおさらい会はやは

り貴重な機会だと思います。                 （加藤先生・Pf） 

おさらい会は、普段のレッスンの延長にある小さな会で

す。ですが、本番の数分間は誰も代わってくれませんし、

誰からの指示も受けません。一人ひとりが思い描く音楽を

自分の力で紡ぐ時間となります。この経験の積み重ねは、

これからの大きな自信と力になっていくことと思います。 

（込山先生・Pf） 

自分自身の昔のことを振り返ると、ピアノに伴奏していただ

くことでようやく曲全体がわかる喜び、そしてそれを皆様に

聴いていただけるのはやはり嬉しい体験だったと思います。 

            （妹尾先生・Vn） 

ひとつの曲を長く勉強して、自分のものにする。 

日々の努力や成長をご家族はじめ多くの人に聴いていただく。 

さらに、人前で演奏する緊張感を味わい、精神的にも強くな

る。この経験はピアノ以外の様々な分野でも役立つのではと

思います。                                         （津布楽先生・Pf） 

・ちびっこコンサート 

・春のおさらい会 

・春のミュージックキャンプ 

・春のコンサート 

 

２０２６冬～春 

 

♪ 桑原永江/津布楽杏里   いっしょに、ね 

♪ L. C. ダカン      かっこう 

♪ 北原白秋/成田為三   赤い鳥小鳥 

♪ 与田準一/芥川也寸志   ことりのうた 

♪ 野口雨情/本居長世   七つの子 

♪ 津布楽杏里      雪だるまのだるりん 

♪ L. アンダーソン     そりすべり 

♪ 新沢としひこ/あべ弘士   だれかがほしをみていた（絵本 読み聞かせ） 

♪ 新沢としひこ/津布楽杏里  だれかがほしをみていた 

♪ G. プッチーニ      私のお父さん（『ジャンニ・スキッキ』より） 

♪ R. ロジャース      ドレミの歌（『サウンド・オブ・ミュージック』より 

♪ 桑原永江/津布楽杏里    るるルンバ 

♪ 桑原永江/津布楽杏里    ホエオエオ！ 

♪ 岩井俊二/菅野よう子    花は咲く 

♪ J. ブラームス      ハンガリア舞曲第５番（連弾） 

↑ちびっこコンサートなら、こんなふうに

ピアノに近づいても大丈夫です。演奏する

先生の息づかい、ピアノの響きや動きをぜ

ひ間近で感じてみてください！ 

～プログラム～ 
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1.  Pf.  アメリカ民謡        10 人のインディアン 

     高橋正夫         おんがくかい 

2.  Pf.  フランス民謡        キラキラ星 

Vo.  新沢としひこ／中川ひろたか  にじ 

3.  Pf. キャサリン・ロリン     夜のふくろう  

4.  Pf. 三枝成章         リスのないしょばなし 

5.  Pf. 松田昌          彼方へ 

6.  Pf. クレメンティ        ソナチネ No. 9 1 楽章 

7.  Pf. リヒナー         舞踏の時間に 

8.  Vo. 万里村ゆき子／坂田晃一   さよならの夏 

    皇太子妃美智子殿下／山本正美 ねむの木の子もり歌 

 9.  Vo.  カッチーニ        アマリッリ 

     ローザ          側にいることは 

10. Vn. エックレス        ソナタより 1、2、4 楽章 

11. Pf. シューベルト        即興曲 Op. 90-2 

12. Pf. 湯山昭          風のロンド 

13.  Pf. ドビュッシー        ベルガマスク組曲よりプレリュード 

14. Rec. ホルボーン        すいかずら 

    ヘンリー・ギース（ルイ13世）  アマリリス 

15. 若者たちのための室内楽クラス 

    ロッシーニ        弦楽のためのソナタ 4 番 

 

♬春のおさらい会 プログラム♬ 

春のミュージックキャンプ 
2026 年 3 月 28 日（土） 

～29 日（日） 

ソルフェージスクールで２日間にわたって行うアンサンブルのイベント、ミュージックキャンプ。

器楽・声楽経験のある方ならどなたでもご参加可能です。今回は声楽でご参加くださった白井様に

ご感想をお聞きしました。 

♪はじめてのミュージックキャンプ♪ 

このたび、ミュージックキャンプに参加させていただきました。 

私はソルフェージスクールに通い始めてまだ日が浅く、ミュージックキャンプがどんなものかも分からないままの参加。夫から

は「そんなに長い時間歌うなんて、よほど歌が好きなんだね！」と驚かれながらも、思い切って飛び込んでみました。 

声楽は女性３名、男性２名の混声で、私以外は経験豊富な方ばかり。「ほんとにきれい」「Alleluia」「永遠の花」の３曲は、それ

ぞれ雰囲気も違っていて、やわらかな表現が求められるものもあれば、音の高さに戸惑う曲もあり、どれも新しい挑戦でした。 

最初はついていくのに必死でしたが、練習を重ねるうちに気がつけば高い音も以前より自然に出るようになっていました。 

発表会では、不安だった「Alleluia」も無事に歌いきることができ、神田君のソロも素敵で、心に残る時間になりました。 

今回、歌詞から情景を思い描いたり、言葉に気持ちを乗せて歌ったりすることの大切さ、ただ音を追うのではなく「伝えるため

に歌う」ことに気づくことができたように思います。 

終始あたたかく楽しい雰囲気の中で、多くのことを学ばせていただきました。このような貴重な機会とご指導に、心から感謝し

ています。                                                【白井 季子】 

↑小さな頃からおさらい会に出ている生徒さん達が、成長とともに難易度の

高い曲にチャレンジし、自分なりに曲を解釈して表現の幅を広げていく様子

は、見守る保護者の方々にとっても講師陣にとっても、とても喜ばしいこと

と思います。 

↑白井様をはじめ、今回は声楽の参加者が多い会でした。 

４月から新しく講師に加わった河向先生とともに、充実した 

レッスンを楽しみました。 

さまざまな楽器でアンサンブルが組めることも

ベテランの講師陣にじっくり指導してもらえる

ことも、イベントならではの醍醐味です。 

どのグループも終始和気あいあいとなごやかな

雰囲気で音楽を楽しんでいました。↓→ 

～課題曲～ 
♪ バッハ  ガンバソナタ １番 

♪フォーレ Dolly 

♪テレマン トリオソナタ   他 
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〈今後の予定〉 
 

ちびっこコンサート vol . 7   

9 月 23 日（水・祝） 
 
楽しくアンサンブル 

10 月 25 日（日） 
 

秋のおさらい会 
11 月 23 日（月・祝） 

 

クリスマスコンサート     
12 月 20 日（日） 

〈編集後記〉 
前号から間が空いてしまい、今回は盛りだくさんの内容でお届け
いたしました。各イベントを振り返ってみると、奏でられる曲た
ちの中にも季節の移り変わりやその温度を感じることができる気
がしました。 

 

ソルフェージスクールでは公式 HP の他、

Facebook、X、 Instagram を開設

しております。 

右記のＱＲコードにて l i t . l ink をご参照

の上、ぜひフォローをお願いします♪ 

♪春のコンサート♪ 
日常生活で音楽の世界にはほど遠い私が、福島恵子さんとのご縁でこのように心休まる時間を過ごすことができました

こと、感謝です。感想を述べるには素人過ぎて何を申して良いのやら…そんな中、今回「あれ？聴こえ方が違う」と感じ
たことをお伝えしたいと思います。 
福島さんは「舟歌」では左のピアノを、「夜一愛」では右のピアノを弾いていました。 
２台ピアノを聴くのは今回で３回目です。“奏者の指の動きを見ながら聴く”これが私の聴き方でしたので、「夜一愛」

の音の聴こえ方が…今までと…違う…「アレ？指の動きが見えないと聴こえてくるピアノの音が今までと違って新鮮」人
の脳って不思議だと思いました。指が見えると音を想像する聴き方になる一方で、ただ聴こえてくる音を聴く聴き方。と
ても不思議で新鮮な体験でした。 
その後、弦楽三重奏曲を聴く時に同じ聴き方をしてみました。聴く自分の体の使い方で聴こえ方が違う。人の体の不思

議を感じました。楽しい体験をありがとうございます。 
友人２人からの感想も預かりましたので、合わせて記します。 

春のコンサート 

ウフ 
クリスマスコンサートに続き、春のコンサートにもたくさんのお客様にお越しいただきました。

そんな中、ピアノでご出演の福島恵子さんのご紹介でいらしてくださった都様が、音楽の聴こえ

方について興味深い気づきを教えてくださいました。 

～プログラム～ 

S. ラフマニノフ ：２台ピアノのための組曲１番 作品５より 

       「舟歌」「夜－愛」 

J. ブラームス  ：三重奏曲 イ短調 作品 114 

       1. Allegro 

       2. Adagio 

       3. Andantino grazioso 

       4. Allegro 

L. v. ベートーヴェン：弦楽三重奏曲 ニ長調 セレナーデ 作品 8 

←「舟歌」の煌くように重なり合う音と、「夜－愛」の深く濃密な響き。ホールに２台のピアノがあ

るソルフェージスクールだからこそできる演目で、ホールが豊かなハーモニーに満たされました。 

〈感染症対策〉 
すでにインフルエンザの流行期が始まったようです。その他さまざまな
感染症も引き続き流行していますので、手洗い・うがいを心がけ、体調
がすぐれない時は無理せずお休みください♪ 

2026年 4月 29日 
（水・祝） 

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪ 

「大ホールとは違い、音が繊細に聴こえる気がするのも室内音楽の素晴らしいところなのかなと思い
ました。」 
「素敵な演奏ありがとうございました。久しぶりに音律に癒された気がします。以前知り合いの方の
イベントでピアノのみの室内音楽を聴いたことがありましたことを思い出しました。大ホールとは違
い、音が繊細に聴こえる気がするのも、室内音楽の素晴らしいところなのかなと思いました。 
恵子さんをはじめ演者の皆様の日頃の練習の賜物を感じながら、演奏に乗って想いが伝わってきた

ように感じました。本当に素晴らしい時間をありがとうございました。」 
【都 理恵】 


